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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘキソキナーゼはグルコースをリン酸化してグルコース-6-リン酸を生成します。これはほとんどのグルコース代謝経路の第一段階です。この遺伝子はヘキソキナーゼ3をコードしています。ヘキソキナーゼ1および2と同様に、このアロステリック酵素は生成物であるグルコース-6-リン酸によって阻害されます。[RefSeq提供、2009年4月],触媒活性：ATP + D-ヘキソース = ADP + D-ヘキソース-6-リン酸。,ドメイン：このヘキソキナーゼのN末端側とC末端側の半分は、互いに広範な配列相同性を示します。触媒活性は C 末端に関連し、調節機能は N 末端に関連する。,酵素調節:ヘキソキナーゼは、その生成物である Glc-6-P によって阻害されるアロステリック酵素である。,その他:脊椎動物には、ヘキソキナーゼ I、II、III、IV (グルコキナーゼ) と呼ばれる 4 つの主要なグルコースリン酸化アイソザイムが存在する。,オンライン情報:ヘキソキナーゼのエントリ,経路:炭水化物代謝; ヘキソース代謝。,類似性:ヘキソキナーゼ ファミリーに属する。,サブユニット:モノマー。,
	研究分野
	解糖系/糖新生;フルクトースおよびマンノース代​​謝;ガラクトース代謝;デンプンおよびスクロース代謝;アミノ糖およびヌクレオチド糖代謝;インスリン受容体;2 型糖尿病;
	画像データ
	

	インスリン0.01U/mlを15分間処理したJurkat細胞ライセートのヘキソキナーゼ3抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ヘキソキナーゼ-3 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

